
 

 

 

 

 

 

図書館では、テーマごとに分類番号（背ラベル 1段目の数字）をつけて本をならべています。 

「地震」や「災害」「震災」といったテーマは、主に「369.31（震災）」にあります。 

しかし、地震のメカニズムについては、「地球科学」という分野の「453（地震学）」です。過去の地震に

ついては、「453」の他、歴史的に記述したものは歴史の棚に、震災の記録については「総記」の「010

（図書館）」などに分けられています。 

震災に関する本が 3階と 4階のどこにあるのかを、ご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 3階 社会自然系資料室にある震災関係資料 

どこにあるの？  

No. 

17 

令和 6年 8月改訂 

 

地震学 

書架番号 28B： NDC453 

地震のメカニズムや 

過去の地震（有史以前のもの 

を含む）に関する本 

学校における災害管理 

書架番号 18B： 

ＮDC374.9 

震災 

書架番号 16B： 

NDC369.31 

各震災の記録や 

防災計画に関する本 

震災関係資料 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

3階の本 

■『南海トラフ地震』（早稲田大学出版部 2019.3）                   【369.31/18NX】 

■『東日本大震災 100の教訓 地震・津波編』（クリエイツかもがわ 2019.2）   【369.31/5NX】 

■『地震と火山と防災のはなし』（成山堂書店 2022.3）                    【453/4NX】 

■『日本の地震地図』（東京書籍 2019.4）                          【453.2/1NX】 

4階の本 

■『災害アーカイブ』（東京堂出版 2019.4）                            【014.6/1NX】 

■『地名は警告する』（冨山房インターナショナル 2013.3）               【291.03/187N】 

もっと詳しく      3階カウンターにお気軽にお問い合わせください！ 
大阪府立中央図書館 社会・自然系資料室 

3．こんな本があります 【 】は当館資料の請求記号です。 

地震と地名の関係 

書架番号 16B-17A 

NDC291 

2. 4階 人文系資料室にある震災関係資料 

日本史の中の地震 

書架番号 10B-12A： 

NDC210 

震災の記録 

書架番号 01A： 

NDC014.6・018 


